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第６３回北海道障がい者スポーツ大会実施要綱 

 

１．目的 

本大会は、身体障がい者及び知的障がい者がスポーツを通じて体力を維持・増進し、障

がい者の自立と社会参加の促進を図るとともに、道民の障がい者に対する理解を深め、本

道における障がい者のスポーツをより発展させることを目的とする。 

２．主催 

公益財団法人北海道障がい者スポーツ協会、北海道、函館市、北斗市、七飯町、鹿部町 

、森町、八雲町、松前町、福島町、知内町、木古内町、長万部町 

３．共催 

  北海道新聞社 

４．開催地 

函館市、北斗市、七飯町、鹿部町、森町、八雲町 

５．協力団体 

一般財団法人北海道陸上競技協会、一般財団法人北海道バスケットボール協会、北海道

ソフトボール協会、公益財団法人北海道サッカー協会、北海道車いすバスケットボール連

盟（順不同） 

 

６．後援 

社会福祉法人北海道社会福祉協議会、一般社団法人北海道身体障害者福祉協会、一般社

団法人北海道手をつなぐ育成会、一般社団法人北海道知的障がい福祉協会、社会福祉法人

北海道共同募金会、公益財団法人北海道肢体不自由児者福祉連合協会、一般社団法人北海

道障がい者職親連合会、北海道パラスポーツ指導者協議会、公益財団法人北海道スポーツ

協会、北海道教育委員会、北海道市長会、北海道町村会、公益財団法人北海道新聞社会福

祉振興基金、朝日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、毎日新聞北海道支社、日本経済

新聞社札幌支社、一般社団法人共同通信社札幌支社、時事通信社札幌支社、北海道放送株

式会社、札幌テレビ放送株式会社、北海道文化放送株式会社、株式会社テレビ北海道、株

式会社エフエム北海道、株式会社ＦＭ ＮＯＲＴＨ ＷＡＶＥ、渡島町村会、株式会社函

館新聞社、函館山ロープウェイ株式会社ＦＭいるか、株式会社ニューメディア（予定・順

不同） 

７．競技運営団体 

渡島陸上競技協会、函館地区バスケットボール協会、函館地区サッカー協会会長、八雲

ソフトボール協会、ハダーズ函館元町ライオンズ車椅子バスケットボールクラブ（順不

同） 

８．大会期日 

（１）陸上競技（身体・知的・精神） 令和７年 ９月 ２８日（日）【函館市】 

（２）バスケットボール（知的）  令和７年 ９月 ２８日（日）【北斗市】 

（３）サッカー（知的）   令和７年 ９月 ２８日（日）【七飯町】 

（４）車いすバスケットボール（身体） 令和７年 ９月 ２８日（日）【鹿部町】 

（５）フットソフトボール（知的） 令和７年 ９月 ２８日（日）【森 町】 

（６）ソフトボール（知的）  令和７年 ９月 ２８日（日）【八雲町】 

９．実施競技及び会場 

競 技 名 会 場 （ 住 所 ） 

陸上競技 千代台公園陸上競技場（函館市千代台町 22番 24号） 
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バスケットボール 北斗市総合体育館（北斗市押上 1丁目 3番 1号） 

サッカー 東大沼多目的グラウンド（七飯町字東大沼 28-2） 

車いすバスケットボール 鹿部町総合体育館（鹿部町字宮浜 265番地 1） 

フットソフトボール 森町民野球場（森町字上台町 326-1） 

ソフトボール 八雲運動公園ソフトボール場（八雲町住初町 185） 

  ※代表者・監督者会議を大会当日に各競技会場において開催する。 

詳細については、別途通知する。 

 

10.参加資格 

出場選手は、次の全ての条件を満たす者とする。 

（１） 令和７年４月１日現在、１２歳以上の身体障がい者、知的障がい者及び精神障 

がい者。 

（２）① 身体障がい者は、身体障がい者手帳の交付を受けた者。 

② 知的障がい者は、療育手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に 

準ずる障がいのある者。 

③ 精神障がい者は、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいは、そ 

の取得の対象に準ずる障がいのある者。 

（３） 道内に現住所を有する者。ただし、道内の更生援護施設等に入所、通所、通学 

している者は、その所在地の市町村から参加しても差し支えない。 

11.競技規則 

適用する競技規則は、全国障害者スポーツ大会競技規則及び競技ごとに定める実施要領

による。 

12.実施競技及び競技種目 

（１）本大会における実施競技並びに陸上競技の障害区分及び競技種目は、＜別表１＞競

技・種目表のとおりとする。 

（２）陸上競技は、年齢（令和7年4月1日現在）を次の各部に分けて競技するものとする。 

ア 身体障がい者  １部（３９歳以下） ２部（４０歳以上） 

イ 知的障がい者  少年の部（１９歳以下）、青年の部（２０～３５歳）、 

壮年の部（３６歳以上） 

ウ 精神障がい者  少年の部（１９歳以下）、青年の部（２０～３５歳）、 

壮年の部（３６歳以上） 

13.競技参加制限 

（１）出場選手数は、選手総数３００人を目処とする。 

（２）陸上競技に出場できる種目数は、１人１種目を原則とする。ただし、この他に次のリ

レー１種目の出場ができるものとする。 

４×１００ｍリレー（知的障がい者）※男女混合 

（３）陸上競技と団体競技の重複出場は認めない。 

（４）団体競技の選手参加枠は次のとおりとする。 

ア 身体障がい者の競技 

車いすバスケットボール(男女混合可)１２人以内 

イ 知的障がい者の競技 

バスケットボール(男女別)１２人以内、サッカー(男女混合可)１６人以内、ソフト

ボール(男女混合可)１５人以内、フットソフトボール(男女混合可)１５人以内 

（５）団体競技の参加チーム数の上限は、原則、バスケットボールは６チーム（男女別）、

それ以外の競技は各競技８チーム(男女別)とする。 

なお、上限を超える申込みがあった競技については、主催者においてチーム数の調整

を図ることとする。 
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（６）車いすバスケットボールのチーム編成が困難な場合は、健常者のプレーヤーの参加を

認め、クラス（持ち点）は4.5とする。 

（７）知的障がい者の団体競技のチーム編成が困難な場合は、身体障がい者の選手の参加を

認め、混成チームとして出場することができるものとする。ただし、接触プレーによる

危険性を踏まえ、車いす使用者の参加は認めない。 

14.参加申込 

（１）参加希望者が現住所を有する市町村の担当者は、別紙様式１の「参加申込書」に必要

事項を記入の上、申し込むものとする。ただし、障害福祉サービス事業所の利用者は所

属長を経由し、また、団体に属する者は団体の代表者を経由し、所在地の市町村に申し

込むものとする。 

（２）市町村は、当該市町村内の障害福祉サービス事業所、関係団体及び在宅者を取りまと

め、北海道障がい者スポーツ協会に申し込むこと。 

（３）高等養護学校等は、直接、北海道障がい者スポーツ協会に申し込むこと。 

（４）重複する障がいのある者は、競技種目の選定に際し、市町村の担当課、施設、学校の

助言を得て申し込むこと。 

（５）身体障がい者の団体競技は次の所属団体が一括して申し込むこと。 

「車いすバスケットボール」…北海道車いすバスケットボール連盟 

（６）申込書は、「別紙様式１－①」～「別紙様式１－④」を使用すること。 

（７）申込締切後の変更は、原則として認めない。 

（８）申込受付期間   

   令和７年６月１５日（日）必着 

（９）申込先 

 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センター（かでる２・７）４階 

公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会 

ＴＥＬ（０１１）２６１－６９７０ 

ＦＡＸ（０１１）２６１－６２０１ 

E-mail  info@do-syospo.or.jp 
 
 
※ 参加申込みに係る書類は、上記協会ホームページ（http://www.do-syospo.or.jp/）の 
「大会情報」サイトからもダウンロードできます。 
 

15.参加者の決定 

（１）陸上競技・団体競技ともに、各市町村、高等養護学校等からの申込みに基づき、主催

者において参加する選手及びチームを決定する。 

（２）競技組合せ等は、障がい区分、参加人員などを考慮し、主催者において編成する。 

16.表 彰 

１位から３位までに入賞した選手及びチームに対し入賞メダルを授与する。 

17.健康・安全管理 

（１）大会参加に当たっては、事前に医師の診断を受けるなど、自己の責任において健康及 

び安全に十分留意すること。 

（２）主催者は、参加者を対象とした傷害保険に一括加入するとともに、応急の処置を行うも

のとする。 

18.参加料 
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（１）参加料は、陸上競技・団体競技ともに、選手１名につき１，０００円とする。 

なお、参加料は、大会運営の諸経費に充当するものとし、役員（付添）からは徴収しない。 

（２）参加料の納入方法については、参加決定と併せて、別途通知する。 

19.参加費用 

参加に要する費用は自己負担を原則とする。 

20.宿泊・弁当の斡旋 

（１）選手、役員（付添）、応援者の宿舎の斡旋及び昼食弁当は、別に定めるところにより斡 

旋する。 

21.その他 

（１）本大会の記録成績をもって、令和８年度に青森県で開催される「第２５回全国障害者

スポーツ大会」に派遣する北海道選手団陸上競技の選手を選考する。 

（２）雨天時に備え、屋外競技に参加する選手は、各自で雨具等を用意すること。  
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＜別表１＞ 北海道障がい者スポーツ大会競技・種目表 
１ 陸上競技        ◎/★男女別・年齢区分別   △男女混合・年齢区分なし  ▲男女別・年齢区分なし 

（★印は全国障害者スポーツ大会選考の対象とはならない。） 

  
競走 跳躍 投てき 

障

害

区

分

番

号 

 

5 

0

ｍ 

1 

0 

0

ｍ 

2 

0 

0

ｍ 

4 

0 

0

ｍ 

8 

0 

0

ｍ 

1 

5 

0 

0

ｍ 

ス
ラ
ロ
ー
ム 

4

×

1 

0 

0

ｍ

リ

レ

｜ 

走
高
跳 

立
幅
跳 

走
幅
跳 

砲
丸
投 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー 

ビ
ー
ン
バ
ッ
グ
投 

肢

体

不

自

由 

上肢 

1 

手部切断 

片前腕切断 片上肢不完全 

片上腕切断 片上肢完全 

◎ ◎    

◎ 

   ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

2 
両前腕切断、片前腕・片上腕切断 

両上肢不完全 
◎ ◎      ▲ ◎ ◎     

3 両上腕切断 両上肢完全 ◎ ◎      ▲ ◎ ◎     

下肢 

4 片下腿切断 片下肢不完全 ◎ ◎        ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

5 片大腿切断 片下肢完全 ◎ ◎        ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

6 両下腿切断 ◎ ◎        ◎  ◎ ◎ ◎  

7 
片下腿・片大腿切断 

両下肢不完全 
◎         ◎  ◎ ◎ ◎  

8 両大腿切断 両下肢完全            ◎ ◎ ◎  

体幹 9 体幹 ◎ ◎        ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

脳
原
性
麻
痺
以
外
で

車
い
す
常
用
、
使
用 

10 第６頸髄まで残存 ◎ ◎     ◎        ◎ 

11 第７頸髄まで残存  
◎ ◎ 

 
◎ ◎ 

◎        ◎ 

12 第８頸髄まで残存   ◎     ◎ ◎ ◎  

13 下肢麻痺で座位バランスなし  ◎ ◎  ◎ 

◎ 

     ◎ ◎ ◎  

14 下肢麻痺で座位バランスあり  
◎ ◎ 

 
◎ 

     ◎ ◎ ◎  

15 その他の車いす        ◎ ◎ ◎  

脳
原
性
麻
痺
（
脳
性
麻
痺
、

脳
血
管
疾
患
、
脳
外
傷
等
） 

16 四肢麻痺で車いす使用 ◎      ◎        ◎ 

17 けって移動 ◎      ◎        ◎ 

18 片上下肢で車いす使用 ◎      ◎      ◎ ◎  

19 上肢で車いす使用 ◎ ◎ ◎  ◎ ◎ ◎     ◎ ◎ ◎  

20 その他走不能            ◎ ◎ ◎  

21 上肢に不随意運動を伴う走可能 ◎ ◎ ◎   ◎    ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

22 その他走可能 ◎ ◎ ◎   ◎    ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

 23 電動車いす常用       ◎        ◎ 

視覚障害 
24 視力０から０.０１まで ◎ ◎ ◎  ◎ ◎    ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

25 その他の視覚障害 ◎ ◎ ◎  ◎ ◎   ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

聴覚障害 26 
聴覚・平衡機能障害、音声・言

語・そしゃく機能障害 
◎ ◎ ◎  ◎ ◎   ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

知的障害 27 知的障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  △ ▲ ◎ ◎  ◎ ◎  

内部障害 28 ぼうこう又は直腸機能障害 ◎     ◎    ◎ ◎  ◎ ◎  

精神障害 29 精神障害 ★ ★    ★    ★ ★  ★ ★  

※４×１００ｍリレーは男女混合とする。 
※５０ｍ競走で使用する車いすは日常生活用とする。 
※体幹とは、頚部・胸部・腹部及び腰部（脊柱）のみに変形がある者（脊椎カリエス等による体幹の障害が該当する。） 
ただし、四肢の機能障害を伴う場合は、体幹の機能障害があってもこの区分には該当しない。 

※複数の障害区分にわたり１つの◎がついている場合は、一つの区分として競技を行い、順位を決定する。 
※視力は「矯正後の良い方の視力」で判定する。視力を算出する際、光覚弁、手動弁は視力0、指数弁は視力0.01とする。 
※障害区分24は、光を通さないアイマスクまたはアイシェードを装着する。  
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２ 車いすバスケットボール 肢体不自由者の車いす使用者 

３ サッカー               知的障害者 

４ バスケットボール           知的障害者（男女別） 

５ ソフトボール             知的障害者 

６ フットソフトボール          知的障害者 

 

【参考】陸上競技の障害区分の解説 

上肢 

1 

手部切断 片側および両側の手部切断 

片前腕切断  手関節の離断を含む片側の前腕の切断者 

片上肢不完全 片側の肩・肘・手関節のうち－または二関節に機能障害がある者 

片上腕切断  肘関節の離断を含む片側の上腕の切断者 

片上肢完全 片側の肩・肘・手関節のすべてに機能障害がある者 

2 

両前腕切断 両側手関節離断を含む両側の前腕の切断者 

片前腕・片上腕切断 片前腕の切断及び片上腕の切断者 

両上肢不完全 両側の肩・肘・手関節のうち一または二関節に機能障害がある者 

3 
両上腕切断  両上腕の切断者 

両上肢完全 両側の肩・肘・手関節のすべてに機能障害がある者 

下肢 

4 
片下腿切断  片足部の切断を含む片下腿の切断者 

片下肢不完全 片側の股・膝・足関節のうち一または二関節に機能障害がある者 

5 
片大腿切断  膝関節の離断を含む片大腿の切断者 

片下肢完全 片側の股・膝・足関節のすべてに機能障害がある者 

6 両下腿切断 両側の下腿の切断者 

7 
片下腿・片大腿切断 片下腿の切断及び片大腿の切断者 

両下肢不完全 両側の股・膝・足関節のうち一または二関節に機能障害がある者 

8 

両大腿切断  両側の大腿の切断者 

両下肢完全 
片側の股・膝・足関節のうち一または二関節に機能障害があり、両側にそれ

ぞれある者 

体幹 9 体幹  

頚部・胸部・腹部及び腰部（脊柱）のみに変形がある者（脊椎カリエス等に

よる体幹の障害が該当する） ※四肢の機能障害を伴う場合は、体幹の機能

障害があってもこの区分には該当しない 

脳
原
性
麻
痺
以
外
で 

車
い
す
常
用
、
使
用 

10 第６頸髄まで残存 肩関節周囲の筋力はほぼ正常な四肢麻痺者（肘関節の屈曲と手関節の背屈は正常）  

11 第７頸髄まで残存 
肩関節周囲と肘関節周囲の筋力がほぼ正常な四肢麻痺者（肩関節と肘関節、

手関節の背屈と掌屈は正常だが、物が握れない） 

12 第８頸髄まで残存 

肩関節周囲と肘関節周囲と手関節周囲の筋力はほぼ正常で、指の曲げ伸ばし

も可能な四肢麻痺者（把持能力はあるが、指を強く開いたり閉じたりできな

い） 

13 下肢麻痺で座位バランスなし 「座位バランス」の判定は、「へそ」の位置の知覚レベルの有無が一つの判

断基準となり、背もたれのない座位の状態で両手の支えなく座ることができ

る場合は、「座位バランスあり」と判断する 14 下肢麻痺で座位バランスあり 

15 その他の車いす 
脳原性麻痺や脊髄麻痺以外の車いす使用者（例：両下肢切断のため車いすを

使用し競技する者） 

脳
原
性
麻
痺
（
脳
性
麻
痺
、 

脳
血
管
疾
患
、
脳
外
傷
等
） 

16 四肢麻痺で車いす使用 四肢に著しい可動域制限や協調運動障害がある者で、両上肢駆動による車いす使用者  

17 けって移動 両上肢の障害が重度のため、両下肢または片下肢で車いすを駆動させる者 

18 片上下肢で車いす使用 日常動作において、片側の上肢と下肢で車いすを操作する者 

19 上肢で車いす使用 

上肢による車いす使用者（ハンドリムを瞬時に把持したり、ハンドリムをプ

ッシュする際に肘関節を完全に伸展させることができる者は、この区分に該

当する） 

20 その他走不能 杖や下肢装具の使用の有無に関わらず、走ることのできない者 

21 上肢に不随意運動を伴う走可能 目的動作に障害のでる上肢協調運動障害があるが、走ることが可能な者 

22 その他走可能 「上肢に不随意運動を伴う走可能」に該当しない走可能な者すべてがこの区分に該当する  

 23 電動車いす常用 四肢体幹機能障害により、日常生活で常に電動車いすを使用している者 

視覚障害 24～25 
視力は「矯正後の良い方の視力」で判定する。視力の和を算出する際、光覚

弁、手動弁は視力0、指数弁は視力0.01とする。 

聴覚障害 26  区分しない 

知的障害 27  区分しない 

内部障害 28 ぼうこう又は直腸機能障害 脊髄損傷等で合併したぼうこう又は直腸機能障害者は含まない 

精神障害 29  区分しない 
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区 分 対応の手順 

市町村 
市町村内の障害福祉サービス事業所、関係団体及び在宅者に周知するとともに、

参加者の取りまとめを行い、参加申込書は協会へ一括送付する。 

障害福祉サービス 

事業所等 

市町村から配布された参加申込書に必要事項を記入の上、所在地の市町村へ参加

申込書を提出する。 

特別支援学校等 必要事項を記入の上、参加申込書を協会へ一括送付する。 

 

※ 参加申込書作成の留意点 

① 陸上競技は様式第１－①、１－②、１－③の提出が必要です。団体競技は、様式第１－①と１－④を

提出してください。  

② 参加申込書の作成にあたっては、必要事項を記入し、該当する項目に○を付してください。 

③ 陸上競技の障害区分番号及び参加希望種目は、別表１「競技・種目表」を参照し、出場可能な種目で

あることを確認の上、記入してください。障害区分によって出場できない種目がありますので、ご留意

ください。 

④ 団体競技の出場選手枠は、競技ごとに制限がありますので、大会実施要綱の１３の（４）を参照の上、

お申込みください。 

   参加申込書に関するお問い合わせは、北海道障がい者スポーツ協会（電話 011-261-6970）まで 

ご連絡ください。 

申込受付期間 

（期間厳守） 

陸上競技 

令和７年４月２１日（月）～ 

６月１５日（日） 

車いすバスケットボール 

バスケットボール 

フットソフトボール 

ソフトボール 

サッカー 

公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会 

【各市町村内】 

障害福祉サービス事業所 

関係団体 

就労・在宅者 

大会事務局 [函館市保健福祉部障がい保健福祉課］ 

開催通知 

特別支援学校 

その他 
１７９市町村 


